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今
年
度
は
改
選
期
に
あ
た
り
須
永
平

二
郎
副
会
長
が
退
任

。
石
川
昭
二
副
会

長

・
須
永
武
雄
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
が

新
任
し
ま
し
た
。

代
議
員

。
隣
組
長
も
改
選
に
な
り
ま

し
た
。
会
　
長
　
　
須
永
　
昭
　
　
再
任

副
会
長
　
　
橋
本
欣
也
　
　
再
任

副
会
長
　
　
須
永
恭
正
　
　
再
任

副
会
長
　
　
福
田
勝
男
　
　
再
任

副
会
長
　
　
石
川
昭
二
　
　
新
任

会
　
計
　
　
小
林
秀
雄
　
　
再
任

総
務
部
長
　
須
永
　
昭
　
　
兼
務

広
報
部
長
　
小
林
秀
雄
　
　
兼
務

広
報
担
当
　
相
田
勇
作
　
　
再
任

体
育
部
長
　
福
田
勝
男
　
　
兼
務

文
化
部
長
　
今
泉
価

一　
　
再
任

交
通
防
犯
部
長

須
永
　
明
　
再
任

区
画
整
理
推
進
担
当
部
長

斎

藤

邦

雄

再

任

婦
人
部
長
　
斎
藤
房
子
　
　
再
任

防
災
リ
ー
ダ
ー
　
早
川
　
栄
　
再
任

須
永
平
三
郎

ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
　
須
永
恭
正

須
永
武
雄

新
キ
度
を
走
え
て

（永
明
寺
本
堂
建
立
諸
問
題
）

会

長
　
須
永
　
昭

平
成
１８
年
度
総
会
が
去
る
３
月
２５

日
開
催
さ
れ
決
算
・予
算
、
西
新
井
町

会
則
の
修
正
・総
会
を
報
告
会
と
し
、

拡
大
代
議
員
会
を
設
け
ま
し
た
。
又
、

一
部
役
員
の
交
代
も
あ
り
ま
し
た
が
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１８
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
永
明

寺
本
堂
建
立
に
起
因
し
た
、
土
地
問
題

等
の
解
決
に
腐
心
し
た
１
年
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
本
堂
建
立

計
画
段
階
を
含
め

一
度
た
り
と
も
事
前

の
説
明
・話
し
合
い
は
あ
り
ま
せ
で
し
た
。

ブ
ラ
ン
コ
撤
去
、
物
置
撤
去
・新
設
（費

用
４４
万
円
自
治
会
費
の
２６
％
）膨
大
な

額
の
自
治
会
活
動
以
外
の
出
費
と
な
り
、

総
会
で
理
解
を
頂
き
承
認
を
得
ま
し
た
。

長
年
に
亘
り
私
達
の
諸
先
輩
が
培
っ

て
き
た
永
明
寺
と
自
治
会
と
の
良
好
な

関
係
は
今
後
も
継
続
し
て
構
築
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
か

ら
も
土
地
使
用
貸
借
契
約
書
が
火
種

に
な
ら
な
け
れ
ば
と
心
配
不
安
に
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
も
そ
も
同
契
約
書
は
双
方
が
良
か

れ
と
思
っ
て
先
輩
自
治
会
長
諸
氏
が
、

固
定
資
産
税
減
免
の
為
に
５
年
毎
の
期

間
で
継
続
し
て
取
り
交
わ
し
て
来
た
も
の

で
、
期
間
終
了
と
同
時
に

一
方
的
に
解

約
さ
れ
る
事
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
と
て

も
納
得
の
出
来
な
い
事
項
で
し
た
。

今
回
の
契
約
書
は
、
期
間
は
３
年
に
短

縮

。借
用
面
積
も
２
千
７
百
２ｍ
か
ら
４

百
７３
２ｍ
（
１８
％
）に
縮
小
さ
れ
、
土
地
代

金
は
変
わ
ら
ず
年
５
万
円
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
契
約
を
立
て
に
、
次
ぎ
次
に

自
治
会
活
動
を
阻
害
す
る
よ
う
な
課

題
を
要
求
し
て
来
ま
す
。

前
広
場
駐
車
に
関
し
て
、
そ
の
都
度

許
可
を
得
る
よ
う
に
と
、
境
内
地
使
用

許
可
申
請
書
な
る
も
の
を
作
成
し
、
提

出
す
る
よ
う
に
と
迫
っ
て
来
ま
し
た
。
自

治
会
館
を
利
用
す
る
団
体
は
昨
年
度

の
実
績
で
、
１９
団
体
延
べ
日
数
‐８５
日
あ

り
活
発
な
活
動
を
し
て
お
り
、
当
然
前

の
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

夜
間
の
利
用
が
多
く
、
寺
に
迷
惑
の
掛

る
昼
間
の
利
用
は
自
治
会
行
事
と
、
他

の
一
部
団
体
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

都
度
許
可
申
請
書
に
よ
つ
て
、
許
可
を

得
る
事
の
重
大
さ
を
、
拡
大
代
議
員
会

に
謀
っ
た
と
こ
ろ
、
種
々
強
硬
な
意
見
も

有
り
ま
し
た
が
、
話
し
合
い
で
解
決
す
る

様
に
と
の
事
と
な
り
、
寺
と
協
議
、
利
用

計
画
を
月
毎
に

一
括
し
て
提
出
す
る
事

で
了
解
を
得
ま
し
た
。
此
れ
で
も
今
ま
で

よ
り
手
間
暇
を
要
す
る
事
で
す
。
自
治

会
活
動
を
す
る
上
で
仕
方
な
い
と
考
え

実
施
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
是
非
皆
さ

ん
、
現
状
を
理
解
し
て
頂
き
、
会
館
使

用
時
に
は
、
自
転
車
か
歩
き
で
お
越
し

お
願
い
し
ま
す
。

現
在
町
内
の
戸
数
は
４００
軒
を
越
え
て

い
ま
す
。
住
職
様
を
含
め
檀
家
役
員
の

方

々
も
西
新
井
町
地
域
に
属
し
て
い
る

自
治
会
会
員
で
す
。
日
常
生
活
上
絶

対
必
要
不
可
欠
な
自
治
会
活
動
で
す
。

自
治
会
活
動
は
本
来
公
的
な
意
味
を

含
む
、
地
益
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
に

よ
る
活
動
で
す
。
経
済
的
な
利
益
を
得

る
営
利
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
地

も
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
広
く
と
も
此
処

で
付
加
価
値
を
生
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
治
会
活
動
が
支
障
な
く
遂
行
で

き
れ
ば
十
分
な
の
で
す
。
一
部
の
問
題
を

残
し
て
い
ま
す
が
、
当
面
の
自
治
会
活

動
に
支
障
を
来
す
事
は
無
い
と
思
い
ま

す
。今
後
永
明
寺
と
自
治
会
が
信
頼
と

互
譲
の
関
係
を
再
構
築
し
て
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
致
し

ま
す
。
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副
会

長

に
就

任
し
て

副
会
長

石

川
昭

ニ

陽

０

一
¨
瘍

で
生
ま
れ
、
こ
の
地
は
．
平
安
の
初
期
天
台

宗
の
名
僣
・自
党
大
師
口
仁
さ
ん
が
．
幼
少

時
修
行
し
た
。
そ
の
後
比
叡
山
延
暦
寺
の
最

置
の
弟
子
と
な
る
ゆ
か
り
の
地
で
す
．
結
婚

し
て
．
西
新
井
町
に
移
転
し
て
Ｍ
年
に
な
り

ま
す
。　
当
時
は
ｍ
軒
位
で
．
須
永
性
が
多

く
書
の
屋
，
や
、
名
前
で
話
さ
れ
る
の
で
き
つ

ば
り
判
ら
ず
大
変
で
し
た
が
、
町
内
の
行
事

に
参
加
し
て
い
る
内
に
自
然
に
判
る
様
に
な

り
、
楽
し
く
な
り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

西
新
井
町
に
移
転
し
て
来
た
方
も
是
非
積

極
的
に
行
事
に
参
加
し
て
、
顔
見
知
り
に
な
つ

て
下
さ
い
．

問
も
な
く
．
納
涼
奈

７^
月
困
日
）そ
の
後
お

御
興
・体
育
禁
・文
化
祭
と
行
事
が
続
き
ま

す
。
参
加
を
お
狩
ち
し
ま
す
。

西
新
井
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
様
に
．
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
町
内
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
．
木
熱
者
で
す
が
．
私
自

身
努
力
す
る
所
存
で
す
．
ご
指
導
二

鞭̈
礎

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

副
会
長
辞
任
に
あ
た
り

須
永

千

二
郎

３
期
６
年
間
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
任
務
が
出
来
た
事
は
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

西
新
井
町
は
年
々
軒
数
が
増
加
し
自
治
会

会
員
も
増
え
て
い
る
町
で
す
。
自
治
会
は
会

員
の
交
流
を
図
る
場
所
で
す
。
納
涼
祭
や
体

育
祭
な
ど
の
行
事
を
通
じ
て
親
睦
を
図
り
、

顔
見
知
り
と
な
り
誇
れ
る
故
郷
と
な
る
事

で
す
。
一
昔
前
は
体
育
祭
も
１
町
内
で
は
出

来
な
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
優

秀
な
成
績
を
上
げ
る
事
の
出
来
る
町
内
と

な
り
ま
し
た
。

退
任
後
も
何
ら
か
の
任
務
で
自
治
会
に
協

力
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
設
物
置

２
連
結

の
使

い

勝
手
が
良
く
、

何
と
か
全
部
収

納
出
来
ま
す
。

犬走り前の植栽・納涼祭舞台収納前の植栽
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記
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安
藤
康
彦

高
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司

岩
崎
正
人
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須
永
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日
香
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丸
太

一

柳
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伸
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藤
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優

仁
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之
介

原
島
丈

一
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金
坂
真
菜

仲
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須
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妙

丸
山
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葉

中
島
涼
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高
田
悠
右

橋
本
瑛
莉
香

町
田
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弥
佳

（以
上
１４
名
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蓮
見
知
花

斉
藤
由
依

小
沢
拓
之

土
市
実
夢

竹
内
航
平

佐
藤
　
光

須
永
拓
実
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田
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今
井
千
尋
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）

3219 103323 18
隣〃〃〃〃〃紬

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
除
草
　
　
　
　
　
５
月

第
１
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
６
月

石
上
神
社
祭
典
（子
供
み
こ
し
）
　

７
月

子
供
八
木
節
踊
り
の
練
習
　
　
　
７
月

西
新
井
町
納
涼
祭
　
　
　
　
　
　
７
月

ラ
ジ
オ
体
操
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月

山
辺
地
区
市
民
体
育
祭
　
　
　
　
１０
月

第
２
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
１０
月

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　
　
　
　
　
１２
月

山
辺
・矢
場
川
地
区
カ
ル
タ
大
会
　
平
成
２０
年
２
月

第
３
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
２
月

中
学
卒
業
記
念
品
贈
呈
　
　
　
　
３
月

育
成
会
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
　
日
時
未
定

員

　

　

数

世
帯
数

中
学
生

小
学
生

〈
口
　
　
群
醐

７
〓

・
‥

‐３

名

今
年
の
気
候
は
何
と
変
だ
。
２
月
が
３
月
ょ
り

暖
か
い
感
じ
、
此
れ
も
地
球
温
暖
化
の
せ
い
か
。

寒
暖
の
差
の
激
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
皆
さ

ん
如
何
お
過
ご
し
で
す
か
。

自
治
会
最
大
行
事
で
あ
る
納
涼
祭
の
準
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
の
人
た
ち
が
顔
見
知
り

に
な
る
絶
好
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

足
非

一
時
で
結
構
で
す
参
加
し
て
み
て
下
さ

投
稿
ご
意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

秀
雄

94
世
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ん
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・

―

即
．
名

非
常

平

成

十

九

年
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よ
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事
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